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アユ種苗の早期放流適期 

［要約］本県におけるアユ種苗の早期放流適期は、４月下旬（水温の低い山間部の河川

は５月６日）以降、放流予定箇所の朝８時の水温が２日連続８．５℃以上となる日であ

る。  
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［背景・ねらい］  
 アユ種苗の早期放流は、種苗生産期間の短縮が可能なことのほか、解禁までの間の河川

滞在期間が長くなり河川環境への適応が高まることで、通常時期に放流するよりも友釣り

で釣れやすいなどの報告がある。しかしながら本県では実施されておらず、通常は５月下

旬頃、水温１３℃程度の時期に放流されている。  
国のアユ放流マニュアルでは、朝８時の水温８℃以上が早期放流開始時期の目安である

が、本県では春先の雪解け水などの影響を見極めて早期放流適期を決定する必要がある。 
  
［内容］  
１ 早期放流魚は放流した河川内で通常放流魚と同程度の大きさに成長し（図１）、成長に

対して早期放流の影響はないものと考えられた。  
２ 急激に８℃を下回る水温低下があった時、早期放流魚が放流した漁場より下流に分散

し、想定した放流効果が得られなかったため、放流後に水温が８℃を下回ることがない

よう注意が必要である（図２，３）。  
３ 早期放流の導入により、種苗生産期間の短縮から育成経費２割削減が期待される。ま

た、通常放流に比べ解禁当初から釣れやすくなることが期待できる（図３）。  
４ 試験では、国のマニュアルに基づき「朝８時の水温８℃以上」となった日以降に放流

しているが、放流後に８℃以下に低下したケースがあったため、３か年試験の水温デー

タ（図２）と過去の気象データを検討した。その結果、本県におけるアユの早期放流適

期は、「４月下旬（水温の低い山間部の河川は５月６日）以降、放流予定箇所の朝８時の

水温が２日連続８．５℃以上となる日」である。  
 

［導入効果］  
１ アユ種苗生産期間の短縮により生産コストが削減できる。  
２ 友釣りで釣れやすくなることで遊漁者の増加等が期待され、漁業振興が図られる。  
 
［導入対象］  
 内水面漁業協同組合  
 
［留意点］  
１ 雪解け水などの水温への影響を見極めるため、アユ種苗放流箇所の水温測定が必要。 
２ 当該時期は、気温・水温の変動も大きいことから、影響の見極めにあたっては内水面

水産試験場の指導を受けること。  
３ 山間部の河川とは、主に三面川、荒川、常浪川、魚野川、破間川、清津川。  
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［具体的データ］  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ アユ早期放流魚と通常放流魚の放流後の成長 

   
   
 
 
 

 
  
 
 
 
 

図２ 魚野川（湯沢地区）の朝８時の水温 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 早期放流魚の釣れやすさ（魚野川・湯沢地区） 

［その他］  
研究課題名：アユ早期放流技術開発事業  
予 算 区 分：国交付金 

研 究 期 間：令和元～３年度 

発表論文等：全国湖沼河川養殖研究会アユ資源研究部会報告書（令和元～３年度）  
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注）早期放流魚の釣れやすさ：放流割合（早期放流魚/通常放流魚）を１としたときの、釣獲割合
（早期放流魚/通常放流魚）の換算値（例：放流割合 0.2、釣獲割合が 0.5 のときの換算値は 2.5） 
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